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給食室

会議室

多目的ホール

      エレベーターやスロー
プ、手摺、だれでもトイレ、
見やすいサインを設置します。

ユニバーサルデザイン

      調理室内が見える窓を
設け、子ども達の興味を喚起
します。

食に関する興味を喚起

　　　保健室や相
談室は木のぬくも
りのある落ち着い
た設えとします。

子ども達を見守る環境

校門・昇降口・グラウンドなど
学校全体を見渡せる位置に職員
室を設けます。

２階建ての校舎

普通教室を２階建てとし接地
性を高め、中庭と教室が連続
した空間となる豊かな環境を
つくります。

多摩産材
の活用

木をインテリア
に積極的に採用
し、温もりのあ
る環境にします。

　　　ＶＯＣチェックシート
で設計から監理まで一貫した
材料管理を行います。

シックハウス対策

防災拠点としての学校

大階段と連携した多目的ホールは、展示・
掲示・集会・発表空間として充実した学習
環境となります。

心のケアー
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エコ探検

　　　ビオトープや
学級菜園など、子ど
も達が自ら体験し環
境について学べる仕
組みを作ります。

      体育館、保健室、厨房など
を連携した１階西側ゾーンを防災
拠点とします。ゾーンで構成する
ことで早期の学校再開を可能とし
ます。また、避難所として必要な
耐震強度を確保します。
耐震安全性：Ⅱ類Ａ類乙類

　西門

東門

ＥＶ

Ｎ

楽しくきれいなトイレ
      明るく快適な空間にし
ます。子ども達が楽しくなる
色彩や仕掛けとします。

健康
快適

ＷＣ個数
男子　小便器　４個
　　　大便器　３個
女子　大便器　５個

青梅市立第二小学校校舎改築基本設計 　１階平面図　  　　　１／５００
)

資料８第二小学校基本設計コンセプト

1/2



屋根

屋根

屋根

既存体育館

渡り廊下

ＣＲ ＣＲ ＣＲ多目的

WC
D E N

ＣＲ ＣＲ ＣＲ

５学年オープンスペース

D E N
WC

多目的

６学年オープンスペース

WC

WC

ＣＲ ＣＲ ＣＲ多目的

WC
D E N

WC

４学年オープンスペース

教材室

教材室

教材室

２階平面図　1 / 5 0 0
３階平面図　1 / 5 0 0

理科室の一部をＩＣＴ授業がいつでも可能な教室
で提案します。高機能化することで他の授業でも
利用が可能となります。

パソコン・プロジェク
ター・実物投影機など
のＩＴを利用した最先
端授業も可能

子ども達主体の学習空間をつくる

には、「学ぶ場」「調べる場」

「発表する場」「展示・掲示する

場」が必要です。

メディアセンターを中心に、様々

な学習展開の出来る環境づくりを

提案します。

パソコンや図書を
利用しての調べ物

廊下や階段、ホール等
学校全体が展示・掲示
スペース

・身近な位置で学年集会
・複数クラスの合同授業
・異学年交流授業等

・オールインワンの空間
・低学年の総合教室的な役割
・音の回り込み防止

・少人数学習の活用
・習熟度別学習授業
・教職員ミーティング等

ＤＥＮ 素足になれる
小教室

オープンスペースを有効活

用するには教室間の音や視

線が課題となります。また

学年の違いや授業展開に合

わせた様々な利用形態が求

められます。

可変ウォールやフルオープ

ンとなる建具を動かすこと

で様々に利用できるオープ

ンスペースを提案します。

小教室
Quiet Room

　　　３階は音の出せる教室を配置
し、普通教室への影響を無くします。

音の出せる教室

大階段

　　　階段の幅を広げ
多目的ホールの観覧席
に利用して気楽に発表
ができる場とします。

開放管理しやすい構成

　　　開放区画を明確にして
区画内に階段、ＥＶを設け、
誰もが安全に利用できる施設
とします。

設備負荷の低減

　　　教室は中庭に向けて配
置し、自然の光や風を取り込
み快適な環境をつくります。

      地域の方々やゲストテ
ィーチャーの校内での居場所
を設けます。

ボランティア活動拠点

「高機能教室・ＩＣＴルーム」

｢ 学ぶ場 ｣

｢ 調べる場 ｣

｢ 展示・掲示する場 ｣

メディアセンターの提案

オープン型 教室拡張型 小教室型可変型オープンスペース
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WCWC
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可変ウォール
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可変
ウォール

　　　多様な学習展開が行
える学習環境を創出します。

特別教室の一体利用

屋上緑化
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青梅市立第二小学校校舎改築基本設計 　２・３階平面図 　　 １／５００

1
/
2

2/2


